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・
右

下

 

ー

は
、

天
暦
レ

静

で

は

用
一

例

バ

少
く

セ

ル

と

断．

定
で

き

な

町
六

 
．

本

点
で

は

多
く

の

例
に

よ
つ

て
、

釜
と

よ

む
べ

き
こ

と
バ

瑳
つ

た
。

　

 
三

廉
昇

わ

ル
”

故
・

智
彗
櫓

笹
深

寸
。

（

ク
粥
）

　

衂
由
髯

e
が

自
ら

飯
幻

就

訊
・

不

思

議
．

彦
毒
↑
堕

故．
。

笈

　

　

／
23
）

　

爾

住
』

在
瓠
ヲ

中

有
り

鳥
箔・

讐
丁

生

時
外

。

（

κ
／
瑁
）

左

下

の

丶
は

、

天
暦
点

同

梯

ゾ
ヤ

両

点
ド

用

ゐ

ら

从

了

ゐ

る
。

的

藪
．

施
ゾ

演
．

説

列
也

。

露

4
）

　

吻

端
．

直
淵
思

ハ

鋒

裾
也

。

（

錫
／

洛
）

衂

履
や
、

鈴
，

禾
策

・

而

得

塙
敷

ル
。

ト
。

2
／
21
）

吻

故

ε

嬲
略
・

…

鴛
。

（

豸
）

》
需
冗

左

中

の

＼
は

灘
句
を

並

列
す
る

場
息
じ

印
ゐ

ら

μ
、

ψ

止

ま
た

隣

ト

を

ホ
オ

ゐ

ー
で

あ

ろ

ボ
、

朱
た

↓
く

合
ら

な
い

。

例
（

ぱ

次
の

諸

例
中
傍
線
を

引
い

た

語

ド

施
＋
丶

収

て

ゐ

る
。

 

昇
。

璽
超

経
／

断

説
，

粥
鳳
之

勾

果
ヲ

。

（

考
ワ

　
仞

甚
深

苧
、

．

多
气

、

唯

慧

夐
勺

響
為
ほ

体
卜
、

易
）

’

 

労

便
．

と
、

都．
此
．

智
蛎

鰍
す

便

善
巧

T
。

多
惚

、

紹
）

　

 

箸．
勉

、

磁
・

者

麦
藩

＋

盡
取
・・

嫻
初

禅
定
地

、

　

　

乃
至

キ

認
非
非

想
，

激

霊
良
外 ，，

。

（

μ

／
望
8
）

由
−

央
の

＼

は

種
あ

て

釈
肩

例
 

少

く
、

，

確
か

奪

も

の

は

次
の
｛

例
だ

け

ぞ

あ
る
．

（

臼
の

中
）

　

附

去

何

斧

隆
為
一

度
ヤ

為

か

右
觜
プ

不

現
ス
ル

日
諸

．

　

　

彎
。

（

ん

／
〃
）

呑
日

坊
生
は

ク
と

お

よ

み

ド

な
つ

て

ゐ

う

が
．

こ

れ

は

前
逮
ー

匹

壱

点
の

♪
マ

、

本

点

鞍
ク
を

表
昌

す

ヲ
フ

卆

魚

は

な
い

．

左
下
の

ノ
は

ぶ
戸
三

ρ
）

レ

を

表
ば
す

斌、

別
F

・

チ
ム

；

ニ
ル
．
・
ン

ナ

テ

昇
ぽ
、

醐
位

置
k

ム・

ル．

メ

ギ
の

像
箔
を

周
ゐ

て

元

す
。

右
申

の

ノ
は

ア

帰
き

表
18t

．

実
字
の

ナ
と

矯
き

“

て

ゐ

る
．

そ

の

下

の

ノ
は

丿
と

い

ぷ
’

形
の

業
も

あ
毎
、

特
殊

託

考
の

3
・

芸
・

ノ

ー

を

示

す
。

中

史
の

ノ
匿
．

奉
日

先
生
は

冫

ミ

と

お

よ

み

に

な
つ

て

ゐ

る
が

、

・
丶

豚

は

次
の

諸
例
・

い

よ

つ

マ

知

ら
μ

ろ

や
・

ド
、

イ

熟
と

よ

む
べ

≒
丶

乙

の

ら
ー
い

。

　
 

據
げ
r

分

勝
8
ク
ル、

三
智
ハ
を
レ

馴
島
ゼ
体

ト

。

秦
起
禿

　

　

　

　
　

　

　
5
　
　
（

ニ

ノ

　
　
5

）
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ー
ラ

ィ
．

．

．

定
、

慧
ト

ヲ

誹
鳥
冠
体

レ
。

（

〃

／
厚
）

　

儡

進
へ

、’

漣
麸
云

爭

鯵
初

習

業
，

者
．

（

靂
禦

　

　

外
ノ

色
，

作
就

少

多

苓
，

境
想
つ

。

（

砺

／
10
）

　

喫
方

依’
で
イ

食

唯

識
・

有
乏
二

，

吻
説’

。

（

ク
27
）

　

陶

有
漏

，

9

イ

分

渚

メ
み
別

．

中
．

世

闇
ノ

正

賀
．

ε

も
て

　

　

烏
竃
体

，

。

元

漏
，

ヲ

ィ
．

署
即

元
券

別
佃

羨
後

　

　

得
智

ト
ィ

円
，

（

20

／
ヨ
）

中

よ

の

L
は

、

春
ロ

乞
裁
は

ソ

と

お

よ

み
ド

な

う
、

瘻
暁
知

尚
点
バ

国

倖
置
の

星
風
を
同

じ

く

ソ

に

充
て

〜

ゐ

る

こ

と

を
宿−

禰
ー

て

ゐ

ち

朕

る

が
．

　
ソ

は

前
迦

の

噸
く

去

下

の

丶
で

示
き
れ

〜
汗
−

、

私
は

ε
イ

↑

と

よ

ズ

で
廁
ん

た
ハ

。

冖
例
へ

ば

　

 

華
鼠
経

・

セ
’

で
現

セ

リ

習
＋

理
．

（

彡
）

　

 

論
＆

室
は
く
）

、

第
四

．

説

成
就

。

有
（

鞠
・

ハ

彰
）

　

 
故

s
参

謝
嘗

豊
停

，

厳
判

蕎

耳
也

、

（

ヲ
％
）

　
 

故
．

難
集・’

玄
ぽ

壷

滅
諦
三

有
斐

、

若
能
澱

ー

差
酢

　

滅
←

差
澱
性

寺
ト

イ

↑
。

（

兇

／
幻
）

中

上

の

フ

は

次

の
冖
例

に

兜
之
、

．

コ

ト
・
ク

と

よ

む

べ

き

か

と

9
ぶ

グ

圭

く

A「
ら
な・

U
。

　

　

　

　

　

　

　

6

　
　
（

ニ

ノ

　
　
6

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ
で

ら
リ
ニ

レ

　

　

　

　

　

　
ち

　

潔
穂
百

）

急
．

渚
・

懲
，

音
ッ

囁

門
　
肩．，

掃
慨

ハ

せ

ε
ガ

　

　
ゴ
ト

ク
广

廴
し、
丁

攝
薪
霆
）

よ
ト

イ
（

γ
。

翁
ク
形
）

　

　

　
．

中

下
の

フ

6
例
が

少
く

、

次

の

伺
ド

見
之

る

だ

け

の

や

う
で

あ
る

が
、

デ

ト
・

〆

（

よ

λ
で

い

か

》
あ
ち
弘

　

 

三
．

墨
右

那
ー
三
ア

ボ
不

爆
が

引・
得
以
髪
ト
・

　

　
（

38

／
19
）

中
・｛

の

＋
ぱ
、

次
の

諸
例
の

傍
線
を

引

翼
語

ド

施

さ
4
て

ゐ

る

が
、

何
之

よ

む
べ

き
加

柔「
だ

ド

帰
罪

締

ー

併
な

い

。

　

　

　

　

　
ナ
い

ミ
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

 

下

愚
．

聞
h

之
蓐、

喪
、．
ア

謗
ヲ

聒
．
．

不
弓

じ

教
修

 
。

　

　
ハ

考
）

　

 
噌
・

生

で
ア

怯
弱
3

不
ゆ

驚
勉

進

修
認

・

卜
・

ハ

る
）

　

砌

不
ひ

尓
イ
，

便
ε

舶
尚

テ

尿
ノ

X
号
滅

．

。

（

m

ク
勿
）

治
上

の

レ
は

レ
〃
と

ロ

ふ

粥

の

も
の

6
あ
り

・

（

ニ

ヂ
イ
テ

と

よ

》
。

天

廖
魚

 

僻

田、

例
乍

く

不

痢
と

ー
、

あ
る

い

は

二

こ
／

テ

ζ

よ

む

ぺ

巽
丶

が

と

尉

記
ー

た

の

匿

謾
り

で

あ
っ

た
ρ

 
於

劣
鷹

苦
モ

海、
、

樂
ε

麦
引
ぜ
級

嶷
隆
玄

タ

　

藻
ヲ

想
つ
．

（

焜

／
洛

）
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鰐
．

餮
画

葦
乗
車

謬
生

ぜ
鷲

．

房
）

　

 
上

．

；
，

解
脱
秉
fT

勅
，

へ

作
 

光
明

，

蕊
ツ

。

震
）

留
緬

綬
、

葱・
劉
」

整
蠹

蓄
マ
根
涼

ト

　

　
掴

符
す
。

（

廖
）

表
F

拳’
ゲ
た

乙
の
・

他
、

な
ほ

子
三

の

点
ゲ

あ
ろ

ら

ー
い

ゲ
、

剿
落
ー
て

杷

握
ー

 

た

い

た

め

省
略
ー

た
。

　

　

　

二 、

假

名

　
＋
ワ

点…

の

仮
廴

川

は
、

初
か

ら

少
か

つ

た

上

ド
、

剤
最
硲

駅

萇
i
・

い

八

あ

か

、

殆
ん

ど

求
め

る
、

・

ぐ

公
マ

き

な

い
。

新
点
の

仮
名

を

下
ド

ホ

ず
、

ハ

見
ー

て

天

暦
点

と

同
い

で

あ
る
・

・

と

が

分
る

。

単
ド

彎
寸

苫
†

本
が

冖

致
ー

て

ゐ

る
ζ

い

ふ

ぱ
か

毎

で
な

ー
、

壕
孜
ま

で

・

盡
恥

似
ー
、

同
一

殴
の

 

点
で

あ
る

こ

と

に
殆
ん

亭

疑
ふ

余
地

酎

な
い

．

ス

は

天

暦

蔦

肩

穣
終
り
と

友
ド

柊
ね

な

い

。

そ
の

点

で

実
孛
の

べ

・

げ

と

蔵
然
区

別
ご

壯

て

ゐ
ろ
・

エ

に

報

“

宀

度

働

何
因

．

，
，
．

者
何

，

道
埋

・

所

 
。

何

繰
・

イ
・

・

者

　

何
，

多
う

縁
也

ぞ

緒
、

露
／
％
）

江　

P7
　
■　
@・　　　
@　［　　　
　　@　　　　　1　
　　［

　@

　
卩

o

平

弋

ぎ

．

丈

1
干

　

エ

ク ラ　

个 オ才RZ
n i

一

，

tl琶 i
靼

、
鑑

獅

ラ
刀

斜

蝋
萍

廓

ワ
瀏

引
、

」

ー

1
ー

ー

工ー
−
1

、
　

｝
以

剖
亙

ー　
ほ　 　 　

　 ら
　　

　

　
　

　

 

ソ

需
フ

耀

l 　　
1

辮 1 丗 　 五　 量 5 っ ク （ ニ ノ 　 　
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の

諸
」

の

訓
・

∫

へ
」

ら

ー

）

剣
ゲ

見
之
ろ

ド

け

で

あ

る
。

・

・

れ

は
、

「

何
ノ

亭

鹸
ノ

宙

緒、

ゴ

と

よ

む

ご
・

を
、

謾

つ

礼
専

・

レ
ー

、

更
ド

又

緒
三

続
け

た

や
り

ゼ
あ

る

が
、

ユ

へ

を

篋
の

意
ド

取
る
と
、

へ

玄
の

仮
多

遣
が

A
は

ず
、

よ

み

労

ド

疑

蘭
於

あ
勹
・

断
定
ー
ガ

た

い
。

重
占
…

の

記

愕
は
、

春
g

完
生
ゼ

御
指

楯
に

ぢ
勹

た

舮

ー

極
め

て

稀
で

あ
ろ

が．

企
・

無
い

わ

げ

で
は

な

ぐ
、

代

名

飼
・

囲
を

コ

・

と

よ

む

場
春
ド

限
・

て
，

点
よ

り
は

少
ー

表

募
曲

・

綴
を

弋

は

ー
痢

ゐ
て

ゐ

ろ
、

　

　
ヘへ
し
し

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　

 

此
，

依

謹
イ
フ

証

遂
。

彼
．

依

写
．

イ

兮
か

莚
一

　

　
故・
；

（

乙

 

前
，
、

庵
恐

生

ヲ
ー

7

身
ヲ
．

蝿
、

於

身
虫

奄

　

　

有
五
ト

ィ
．

．

ト

諸

法
，

柔
｝

浄
ト

，

道
埋
一

。

（

孝
）

衂
蜉 、

，

徴
．

意
、

停
・

智
鵞

・

ゴ

莱
木
痍

量
傷

　

　
可
」

占

ん
9

く

し

甚
深
斗

。

（

乱

／
〃
）

大
暦
点
ド

な
く

、

本

点
ド

の

み

用
ゐ

ら

μ

て

ゐ
ろ

実

穿
ド
，

ト
・

・
．

モ
・

彳
マ

ス

等
が

あ
ろ
。

　

醐

壷
池
テ

菩
薩
つ

と、、

ろ
。

當
、

受
で
む

法

專
岬

、

2
）

吻
尓

雉
．

室

ε
・

猶
、

如・
k

し
、’
ア

羅
、

ひ

，

垂
、

癢
曜

ト

昏

　

　

　

　

　

　

　

　
8
　

　
ヘ

ニ

ノ

　

　
8

）

　

　

六
、

・

輩
奄
慮

，
．
じ

ノ

鞠
を
と
い

ふ

樹
、

也
．

（

噐
）

　

 
如

来
へ

金
色

。

割
司

》へ
 

レ

山

毛
。

（

髦’

天

黶

豊
、

扇

例
ガ

夢

ー
、

受
穿
ド

よ

む

斜
・

記

号
と

思
ひ

な

が

ら

も

不

頭

ζ

ー

て

お

い

た

n
偉．

本
点

で

は

＋
・

愚
ぽ

が

ー

用
ゐ

ら

糎
、

τ
州

て

受
身
を

赤
は

ー
て

ゐ

る
、

た
い

ー
，

ル
’

ラ
仏

い

づ

れ

ド

も

尢
で

ら

．

れ

マ

ゐ

ろ
。

　

 
復
有

元

學
．

迦

留

彫
夷
ハ

揮
遍

凋
ク
リ

葉
壤
星

。

　

　

鴦
孤

厖
羅

、

獄
，

火
遜
火

塗
）

川
交
り

身
ユ

を
）

。

2
−

の

　

 

ゐ

頭
」

霧
民

匣
朔
パ

廴

故
‘

ゑ
能
輝
得・

噛、

δ

晃
δ
．

予
。

　

　

笏
／
鋸
）

艇
つ

て
、

天

暦

点
の

　

ω
觚

糞
・

叢
−

衆
嶷

及
−

 
鑿
洳
「

と
。

塞
五

グ
 

ほ
、

ゐ

陟
り
カ

ロ

ミ

ナ

イ
グ

三

ワ

ニ

セ

ラ

ル
・

・

ト

と

よ
む

ご
、

℃

の
・

て

あ
つ

た
・

巷
夫

、

天

暦
点
じ

な
く

本
点

ド

鯊
め

て

現
双

る

特
殊

記

号
ド

ゾ

ゲ

あ
ろ
。

仮
超

の

ソ

と

阿
い

繋
ら
、

ソ

ヱ

ニ

の

ソ

を

聖
て

A
床
を

赤

ー

た

も
の

で

あ

樹
り

が
、

五

＋

面

近
く

頻
再
．
・

収
，

号
ρ

文
を

因

果
の

関
係
・

結
計

場
合
・

下
の

文
の

初

N 工工
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ナ
｛

字
の

右

痴
の

と

こ

ろ
に

憲
附
げ

ら

れ

て

ゐ

ろ
。

　

 

令
獲
男
勝
果
引

。

ぞ
る

召
多＾
 

）

果
基
深
等

。

（

乙

　

 

能
’
く
し

塵
気

方

便
之

骸

用
イ

故
＆

瀏
以
毎

復
得
智
吻

　

　

絢
レ

陛
ト

．

（

4
／
 

　

网

非
ブ
怖

，

不
垢

他
＆
。

そ
ゑ
に

仍
千

亠

吃
努
浮

寺

轡
勺

守
。

　

　
（

餮
）

表
の

長
後
ド

拳
甲

た
・

青
、

壱
近
ぐ

甲
ゐ

ら
れ

て

ゐ

ろ
駅
，

天

暦
点
の

場
令
と

同

様
、

何
と

よ

む
か

不

明

で

あ

ろ
。

例
＾

ぱ

次
の

講
例
の

傍
線
を

引
“

ハ

語
汽

加

へ

ら

朕

て

ゐ

ろ
。

　

 

浄
ト

彡
ネ

浄
外

二
．

剣
尢
†

労
故
メ

彡
夕

」

　

 

諸
該

．

之

制
へ

通
硬

上
．

券

別
〜

。

（

考
）

　

働

聞
元

憎
．

享
刻．

・

累
X
因

庁
・

7
／
勿
）

　

　

　

　
”

气

音

韻

選
辱

音
 

蓁
記
に
、

天

暦
点

同
樶
極
め

て

少

く
、

左
 

誌
例
き

見
ろ

バ

げ

で

あ
ろ
。

　

　
涯
牛

蓚

次

袤
総

夷
力

反
（

2
璞
曾

爻
（

髫

天
略

点
ぐ

は
、

了
ヤ

両

行
の

工

酬

皿

別
き

れ

て

ゐ

た

が
、

本
点
で

匿
．

了
行

の

エ

を

甫

ゐ
ろ

べ

き
例
射

な

く
、

区

別
き
れ

た

ど

う
か

み
ら

な
い

。

た
い

し
、

ヤ

竹

の

エ

け
、

筒
逶
ひ

な
く

工

で

量
面

か

贋

て
ゐ

る
。

　

 
活
徹．

ヒ
、

し

テ

遠・
く
・

聞
エ

・

闇
こ

盾
箸
し

こ

悦

髦
書

翻
る
。

　
　
（

髪

　

紛

清
徹
ハ
に

と．
ア

遠
戸
、
）

颪
翁

闇
ε

者
ヲ
州

悦

樂
§

ポ
（

乞

天

略
蘇

℃

は
、

　

イ
斗
を

艮
・

別

L
て

ゐ

た
 
、

太冖

点

じ

陪

井
を

甲
ゐ

ろ
弋

き
用．

例
沢

奪
い

。

ナ
’

ヲ

は

叉
暦
嵩

祠

様
正

し

く

書
別
げ

ら
双

て

ゐ

う

が
、

唯
一

例

闘
題

に

な
イ

き

う
な
の

が

あ

ろ
．

 

風

驚｛
き
 ．
丁

秕
・

落
し
、

霜
．

殞

疉
キ、
、

存
マ
。

倒

　
　

礁
”

許
咬

し

テ

説
・
か
、

む
ト

爺

驚
勃

其
，
の

必
”

振

嘔
テ

敵

　
　
神

需
査
夢
・

ブ

起

斈
ア

去

箸
・
。

故

或

彼

條
．

退
包

　
　

ぬ

る
イ

為^
冠
佳

．

と
。

叉
へ

し．
f

萸
実

．

隻
。
・

．・
と
）

命

許
旺

）

　
　
ξ
7

諺
示
 

ひ

ト
．

軽

静
三

と
テ

虚
サ

疎
＋

ー
。

蚊
．

譬
 

　
　
絞

葉
メ

、

敦
重^

に

と
テ

聖
固

方
。

刀

5
同
ヤ

更・
実勹

。

　
　
（

33

彡
姦
じ

を
望
の
．

如

足

増
よ

慢
ん

退
ホ

佳

医
の

詩
で

あ

る

バ、

漢
の

牢
 

右

ド

甲
字
の

仮

多
グ

あ
ー
、

後

名

字
体
に

　
　
　

　

　

　

　

9
　
　
（

ニ

ノ

　
　
9

）
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’

巌
℃

忠
実
ド

よ

め

ば、

ヲ

レ

ト

モ

と

よ

む

釜
、

も
の

、

セ

く

で

あ
ろ

。

霜
F

対
す
る

国

語
ζ

ー
て

は
、

六

ナ

尹

｛

と

あ

る

弋

さ

却

が
、

u

ア

ニ

ウ
寸

を
・

ア

と

よ

む

の

は

無

悪
、

あ
ろ
．

…
う

が
、

演
 

左
・

重
諠
と

諺
ー

て

ゐ

ろ
。

こ

取

ド

従
へ

ば
、

才

ヅ

レ

ド

モ

と

よ

疋’

た

ぱ

が

で
．

ツ

を

省
略
ー

ナ
を
ヲ

ド

誤
っ

た
こ

と

k
な

ろ
。

恭

耳
を
τ
よ

烈

ぱ
、

墾

識
厩

薯
碑

襞
経
ド

遵

の

伺
ボ

あ

り
・

説
駆
地

徴
＋

輪
羅
応

慶
七

年
点
に

厭

蹕
の

例
 

あ

ろ

以

工
、

天
暦
前
後
の

加

点
と

推

定
さ

れ

る

本

点
忙

、

ナ

身

の

混

向
 

あ
つ

た
ゼ

て

不

認

讃

で

は

な
い

。

た

い

（、

春
ヨ

先

生
じ

お

伺
ひ

廴

尢

ら
、

ミ

の

ヨ
・

ヲ

レ

ト

モ

と

よ

み
、

居
レ

ド

モ

の

査
Ψ

ド

解

　

　

　

　

　

　

　

　
　
ロ

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
て

　

ー

た
い

と

冒

ゆ

お
非

舜

景
で

士
の

つ

＋
厂

。

レ

マ

の

f

「

め

占

躍
」

ざ

マ

タ

キ

ζ

よ

む
ご

ど

に

も

閥

題
が

あ

ろ

び
、

そ
れ

幃

復
ず

速
や

る
。

者

便

ー
て

は
、

す
で

に

巷

呈
生

ボ

御
指

癲
・

な
う

疹

舮

く
、

ワ

キ

フ

キ

レ

を
ア

イ

プ

イ
レ

と

U

つ

た

イ
音
便
、

ヌ
ナ

ラ
を

タ
ケ
ウ
と

い

つ

た

ウ
音

便
、

ネ
で

ご
を

ネ

参
ワ

ど

u

つ

ち

秘
昔
便
昇
が

あ
る

、

　

　

　

　

　

　

　

10
　・
　

（

ニ

ノ

　

／

0
）

仞

彡

丈
・

地
・

蓑
愛

蠹
護
藕，

駈
わ
U

し
〔
く

些
ア

　

　

易
庭

到
嶺−
る

解
五
・

（

考
）

 

擁
糞

、

シ
，．
丁

鶩

尋
・

疑

又

覧．
5、

陣
こ

ろ
．

　

　

諸
篭
匐
ひ

辷

説
け

メ

乗
17

故

す
。

（

・

／
璽

）

タ

チ

ウ

の

例
は

働

季
照
．

奪

ほ

譁
旨
説
文

匡

審
醤
と

あ

り
、

通
常
ッ

マ

ど

ラ

カ

＋

リ

ζ
よ

む

が
、

恥
い
て

ま
た

了

キ
ラ

カ

す

り

と

も

よ

む
。

寸

ヤ

カ
・｛

も

ま

質

そ
の

嘉

品

味
や

あ

ら

う
、

春
旬

先
生
の

御
引
田
F

な
つ

た

℃
の

ト

募
沙
と

よ
」

る

の

は

談

り
で

あ

ろ
。

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　
、

　
　
尸
 

　

　

　

　
四

、

特

駄
な

漢
宀

子
の

用
活

玉

有

 
を

多

詞
ζ

し
，

格
働

詞
が

き

添
へ

、

圭

格

に

上｝
’

ん

た

℃

の

刑

あ
ろ
。

倒
へ

は

　
伽

箜

黥
卑

晦
立

絶
ア

難
ヲ

太

曾
、

軍
縫
今

凰
陰

ト

　

　
於

他
コ

釘
彳

祖

遠
セ

ル

。

（

個

／

移

 

遂−

断
丁

筵
9

｛
g
．

鴻
戯

鬱

為

矯
イ
、

．

障
ト

　

　
聖
ワ

畜

薯
丁

何
艶
苹

返
で
レ
。

（

吻
〃
ー

乙

 

崑
噂
畦

ぎ
但

難
ぜ
如冖

ゴ
ヲ

篳

孱
服

三
．

　

　

主
軌

斜
鳶

‘

大

狸

環
箆

）

。

（

写
勿
ー

豸
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鷲
大

磐
蕪
蠶

馨
ゆ

董
ぎ
見
う

と
、

冨

＝

ヒ

ト

又

は

ル

が

ζ

点

←

た

も

の

於

あ

る
。

　

○

若
有

肱

μ
ζ

不
些

ア

效
地

苦
．

集
諦

．・

麗
つ

而
モ

亠一
ラ

筆
A

正
法

　

　
．

元

覧
卜

有
諠

．

卜

常
佳
’

。

冬

空
）

。

若

刻
誰
事
言

・

戛
人

饗
罪
子
。

を

や

「
例

に

よ

る

と
、

ナ
ニ

例
は

ヒ

←
を

補
読
廴
，

ア

ル

ヒ

ト

が

く

よ

む

邸

き
t
の

ら

し

い

。

ぐ

す

れ

ぱ
，

本
忌

の

ガ
謬

も

ま

た

ア
レ

・

ト

ガ

ζ

美

む
の

で

あ
う

う
か

．

然
る

に
．

妬
刺

法
鼻

孕

蒹
疏

表
保
 

集
・

后

に

は
、

ず
ノ

人
」

或
ノ

凶
と

U

山

形
奴

兒
之

る
、

　
○

有
・

人
，

宅
ほ

6
・

爭

略
）

＋

地
ハ

是
8
念
不

退
＋
．

ト

ィ
7

　

　

也
．

（

券

竺
）

　
○

或
，

人

幻
千

過
去

．

按
嬉
デ

不

軟
類

戒
7
□

得
吻

．

「

此
，

・

　

　

身
好

。

丞
）

・

丶

れ

ら
寸

ぐ

了

ル

ノ

ヒ

」
1

と

よ

む
ご
」
（

は

で

キ
・

な
い

、

甚
ガ

犬

阻

な

想
像
で

あ

ろ

が
，

薹
・

異
暑
読
し

た

蓐
考
へ

ら

れ

な
い

で

あ
ら・

払
。

茶
占

ぢ
ガ
も

ま

た

同
癖
で

あ

ろ
、

2．
自

∬
を

僧

名

詞
と

し
、

格
励

飼

了
を

読
添
へ

た

乙
の

が

数
詞
あ

る
．

　

ω

喧
．

考
文

．

労
三

．

依

何

等
．

義
ギ
ァ
、

（

就

／
な
）

　

吻
匡

陞
す

下
、

更戸
卜
）

无
 

、

説
殖
毛

ル

ず

衆
舜

髭
処

ハ

怎

。

乙

棘
歉

百

法

獲
幽

些
孝
朝

齧
の

加

豪
ざ
は

直
じ
き

送
伎

迄
し

た

も

の

が

あ
り

，

o

則
訓
第
彡、一

霰
逶

プ

造
雛

・

与
イ
ァ

論
ヲ

也
。

コ

レ

ヲ

リ

と

よ

む

べ

き
も
の

ら
し

い

。

多

義
ケ

姦

集
茨
に

コ

レ

ヨ

リ
の

訓
ぎ

蟄
せ

で

ゐ

ろ
、

3．
以

　

天

廖
点
同

探
、

》
ビ

に

テ・

ヲ

の

点
き
 

へ

た

も

の
加

弋

っ

に

か

り
あ

ろ
。

前
め

文
を

柔
げ
、

さ

ら

に

こ

れ

を

後
女
r

続
け

る

双
」

で
、

代

名

謌
と

博

籠
詞
と

を

兼
聘

た

δ

の
、

て

あ

り、
　
コ

レ

ヲ

モ

テ

ぐ

よ

む
。

　

 

若
従
吟

丁

他
・

花

瀦
腰
け

ア

為
綴

英
，

先
尋

。

或
乙
引
唱

琶

　

　

観

嘘
諸
法
づ

以
ヲ・
プ

φ

馬
巧

莫
匝

先
尋

、

（

多
）

塑
来

・

所

説
・

砲
別

・

果
卜

因

或
ヲ

ケ

解
謡

殍
．

（

豸
）

爻、

〆
を

モ

テ

ス

と

よ

む

こ

き

が

あ
ろ

、

働

侮
化一

し
．

タ
マ

z

姿

臺
ひ
し

彡

凍
矧

之

意
ヲ

戸

琶

4
當
・

庵

共
に

ご
ン

ζ

よ

む
、

・

と

は

い

ち

も
て

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
へ

な
い

。

蛋
は

言
送
仮

名
を

取
り

、

τ
下
・

を

裲

　

　

　

　

　

　

　

／1
　
　

　
（

；

ノ

　

／

〆

　
）
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読

穿

う

も

の

が

あ

ろ
。

ー

　
80

ゑ
辺
ラ

文、

蓄
・

羅
3
。

し
”

翕
／

錚

　
ぐ
　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　　

　

　

 

觜
レ

峯
灘

し

、

イ
．

ず

丿

信

甥
”

（

ク
諺

た

い

へ
，

謬

挈
ざ

マ

サ

ス

と

よ

ん

で

凱
∪

、

下

は

膩

申

し

し
や

し

と

な

ら
，

す
，

椎

量
の

％

動
綢

の

ム

唐

、

動

詞

の

含
ム・

指
を

申
ゐ

ち
こ

と

》
・

あ

4
、

ま
振

単
に

勧
詞

の

終
止

鷲
で

縮
訳

こ

と

も

あ
「

た
。

　

 

恋
抄

爭

略
）

當
・

堕
誓

）

な
む

と

顎

製
を

他

獄
鴫

。

蠶

　

 

審ア
・

嶺
協

し

テ

彪
文
っ

陵，

自

3
悉
知
曾

ま
。

2
）

　

 

陟一

或
％

禝

智
4

。

（

琶

贋
は

読
よ

ず
，

下

ヒ

終

シ
’

台

孝
読
添
へ

ろ

他
、

ク

の

送
侵
ち
を

取

り
、

下
・

ざ
・

き

裲

読

す
る

こ

と

が

’
の

ス・
ρ

　

岡

盛
ε
プ

匳
τ

み
別
協

ッ

ト
。

を

　

砌

應
宜
為

．，

3ー
攝
を
レ

广
ム

ト

テ

て
。

（

餮
）

　

ω

因

飽
＋

曜
掩
聞

マ
・

到
菰

．

之
一’

．

敦
卜

礁
難

　

　

為
、

男
．．

著
卜

乏

篭
．

席
4
。

多
乞

槲
闘

ぱ四
、
【
涯
鵬
げ

を
ヨ

ロ

　
し
角

ノ
）

く

よ

み
・

　

ヨ

ワ

　・
ン

’
7

f
ベ

シ

て
．

穿

応

ざ

セ

た
も

力

ら

ー

い

．

多

義
捗

守
姥
集
茨
に

　

　

　

　

　

　

　

尺

　

　

（

＝

ノ

　

〆

え

）

庫
・

ニ
シ

の

訓

誘
ろ

．

小

秣

芳
裙

氏
の

璞
丈
訓

読

墨
・

粛
興
（

掴

巌
麟
）

案

任
・

駕
・

鼠

続
す
ろ

こ

と

は
、

平

妥

朝
初

期
か

ら

室
昨

蒔

夜

毬

で

全
く

無
い

と

∵
こ

と

で

あ

ろ

が
・

側
の

蜜
に

は

咽

か

ヒ

ク
の

仮
姦
哲

昶

へ

ら

必

て

を

り
、

ヨ

了
ン

ク

と

副
詞
じ

よ

瓦

だ

乙

の

七
（

か

考
へ

ら
展

な
口

。

5．
將
　
天

唇
点
も

に
マ

す
ニ

ー
か

ト

ス

と
，

呀

応
き

受

て

ゐ

た

 
、

本
勹

魚

で

は

ズ

し

の

点
冷
凡

リ

を
加

へ

・

二

の

点
を

特
つ

℃

の

は

な
い

。

紛
何

被
絶

厩
 
ε

翅
趣
ぜ
薄
避
砲、

，

席
，

痂

　

　

起
ハ
ち

芋
去
審

》

耶
。

ハ

豸
）

　

砌

將
犠
入ハ

ら
、

む
←

瞬
．，

（

考
）

ε

款
　
又

生

才

モ

ァ

ζ

よ
み
、

珊
か

に

ホ

ヴ

ズ

ル

と

よ

元
た

も

の

匿

な
い

。

　
仞

臨
唄

丁

欽
紋

儿
、，

終
没
ウ

、
レ

ナ

む

ε
卯

7
δ

吻

メ

璽
芽

−

隴
、
．
、

認
慮

，

受

錘
。

　

　
（

拷
し

7
況

ヤ

の

送
伎

姦

を

ー
、

文
末
に

ム

ヤ

を

補

論
す

る
の

が

普
通
で

あ

ろ

が
、

渤

動

詞
の

連
体

形
ほ

孫
助
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竡

詞

ハ

を

添
へ

て
亠

畑

い

た

毛

の
・
L
あ
ろ・
・

の

泥
侮
智

藹

ち
）

卜

乏
よ

豊
も

ヤ

茎
邏
畿

。

（

ク

　

　

ε

衂

綿
・

短
し

磐
ル

蚤
尚

し

問

褻
邑

↑
。

眈
ヤ

膝
，

睡
い

　

　

聖
ら
レ

。

露

蔘
）

7
・

黶

丁
ム

豆

　
附

訓
ー

た

も

の

は

獄

い

バ
、

文

末
を
ム

ヤ

マ

誌

ぺ
て

ゐ

ろ
．

　

 
漏
惣

ぞ

盡
ハ
寸
）

ら
む
ヤ

耶
。

（

餮
）

　

堕
豆

得
懸
ヤ

不
り

ト

説

ε
．

（

軌

ツ
％
）

8
マ

寺
　
天
麿
点

で

は
、

し

了
ゴ

←
、．
1

の

一一

訓
択

あ

り
、

ラ

は

い

は

ゆ

る

穣
数
記

号
と

〜

て
、

ゴ

ト

シ

は

卑
ら

引
国

句
の

後
ド

添
へ

て

賠

ゐ

る
傾

向
が

あ
っ

た

択
・

太
・

。

墜
は

、

つ

と

附
訓
ー

ム

も

の

だ
っ

も
な
い

の

．
マ
，

ラ

ド

磆

閃
ー

マ

は

確
か

な・

こ

と

ガ

い

へ

｛

尋

い

。

ゴ

｝
ン

は

明
ら

い

に

ト

ノ

ゴ

ト

ク

ζ

附
訓
し

た

t
の

が

あ
る

。

　

吻

有
ル

人

至ハ
地
冴

親

友
色・
冢
’ ．
，

酔
己

μ
）

通
．

而

財
セ

リ
。

以
舜

　

　
无

價
．

珠

暴
耐

鹿

裏

疇
．

、

と

，
．
ル
。

、

彼

場．
．

　

　

不
『

し

テ

麑
【

6
，

（

36

6
）

従
つ

て
、

ギ
に

ク
の

送
仮

名
を

ー
た

次
の

諾
側
毛

ま

ち

ト

ノ

ゴ

ト

ク

ζ

よ

む

べ

き

毛

の

で

あ
ら

う
。

　

鋤

岱
蚕

し

朴

黍
孜

し

符

℃
テ

嚢
7

権
イ
．

ア
転
州
丁

後
．

　

　

卑
ら

レ
・

ッ
〜

。

劣
4
−

2
）

　

 
ヤ

確

經
ε
、

タ
マ
，

オ
、

宙

蕗・
）

豈
得
恥
ヤ

不
哩

詭^
か

嘆
職

　

　
イ

サ
。

霜

ノ
ε

　

 

无

垢

轡
・

）

室
は
・

、

，

喜
愚
癡

卜

＋
不

善
業
道

ト

ヲ

為
’

　

　
ズ

如

来
種
陸

廖
阿

｛

写
。

（

毳
）

　

 

俸
白

3
畜

マ

篦
、

、

假
冷

弘

鳥
卜

甬
鶏

ト

乃
至

永

些
急

　

　
．

ト

み

覆

藻

廛
イ（
−
．

（

署
）

・

飯
ら
を

魁
う

と
、

用

喜
の

中

ヰ

終
よ
・

体

言
い

ゲ

牲

を
も

ト
。

て

受
げ
、

ゴ

ト

ク

ド

続

け

る
こ

ζ
W

で

き
茶

や
、
・

で

涜

る
。

た
い

ー
．

天

庵
烹

の

ヤ
〜
，

ト

ノ

甲・

ト

7
ト

ィ
・

八

の

形

は

な
い

．

訓
法
の

相

亘
で

は

な

ぞ．

本
支

鶏
遡
・

よ

る

の

 

あ
る

。

齧
は

ま

た

で
キ

ζ

よ

む

こ

と

も

あ
つ

癶
。

　

　鯉

正
τ
・

−

鐘
鮮
蕨

．

蕁
ぎ

素

蔭
猿〔
寸
。

（

ヲ
翅

 
鮫

．

命
，

瞋
，

蓉
，
，

行

撰
乃

至
有

渚
，

｝
劣

　

　

竹
モ

名

宛

種
々

界
外

。

（

身
じ

　

　

　

　

　

　

　
β

　

　
（

ニ

ノ

　

／

3
）
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ラ
　
　

　
　

　
　

　
　　し
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

へ

紐

は

ト

ー

ゴ

ト

キ
、

 

は

単
F
ゴ

ト

午

と

よ
ん

拶

6

ぐの

ζ

罵
は

れ

る
。

な

は

次
の

例
喧
、

ト
ノ

プ

ト

レ

と

終
止

形
−・

訓
疋

於

の

 

け

な
冒

か

。

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ヒ

．

腔
頒

ギ
．

藝
前・

・

塵
，

自．
5

告

廷
ア

申
竜

．．

ー

　

　
ヤ

牽
知

見
ハ

虜
亥
大
清

罪
丁

値

遮
τ．

元

量
卜

元

耳
卜
／

　

匿
逢

，

ψ
マ

フ

弦

飾

サ
つ

、

ハ

髪
ー

色

本
・

誘
ブ

ー

蔦
、

天

塔
滂
場
春
と

阿

様、

31
田

匂
を

承

け

る
こ

ζ

が

多
い

が、

ま

岩

ラ

と

同
い

く

複

蔽」
託
¢

参
ζ

ー
マ
・

も

囲
ゐ

ら

朕

て

ゐ

ろ
、

　

　

　

五 、

文

法

L

体
♪

6
　
甲

志
の

連
体

形
ド

福

式
・

ル

調
モ

ノ

を

補
読

し

た

も

の

バ

多
い

，

接
続
勃

詞

そ
ト

続
く

モ

ー

盈
、

全

体
と

ー
て

逆
尋
の

捲

読
曲

詞
的

用
法
を

木

し

て

ゐ

る
ひ

 
阿

羅

陵
．

奄
モ

・

史
追
潔

墾
。

（

タ
泥
）

 

毳
禁

・

を
ア

悌
陣

．

。

ノ
・

豸バ
．

，

多
Z

　

吻

雁

瑞
し

ガ

縁
庵

、

テ

筰
“

々
イ

作

俺
モ

ー
”

ハ

少

彡
勾

寺
月

故
．

、

　

（

β

／
／8
）

　

　

　

　

　

　

　
厘
　

　

ヘ

ニ

ノ

　

！

4
）

　

 

実
随
胞

モ

ー

ヲ

鑒
み

慝
℃

・・
τ

物

権
魂
ズ
．

（

茘
）

　

　

　

　

　

　

　

　
オ
モ

　

 

己
．

実

蓬
チ
ヲ

穐

鐸
途

†

丿

己
、

彦
μ

と

癒
。

蕩
）

数
詞
の

ぎ
を

ミ

ヅ

ミ

ッ

と

い

「

た

も
 

バ

あ
ろ

。

 
以

逐
寥
甚
深

．

を
ε

篤
降
考
。

舜
．

・
．

嶺

　

　
故

・

、

妻
豢
ト
イ
．

・

即

亙
豪

・

体
ナ

ー
．

（

タ
 
δ

浩

革．
史
料、

ド

も

引
か

収

て

ゐ

う

が
、

』

謙

読
で

幡

な
い

。

猪

彩

詞
の

坦
を
コ

・

・

躍
を

ゾ

コ

て

よ

む
。

コ

・

に

つ

U

で

は

 

陶

 

参
照

。

　
紛

華
最
経

ノ

中
ナ

穿
珊

葦
丈
り

干
湘
『

。

砦

廣
て
し

ハ

や
，

肥

　

　
レ

ざ
ヘ

ノ

　

　

彼
　

。

（

ク
γ
）

幺

助

詞

　
イ
に

七

ナ

六

面

困
φ

ら

れ

マ

ゐ

る
が

，

す
や

て

主

語
ド

碕
属
し
、

体
耆
又

博

用

玄
の

連
体

形

R

続
く
。

埜
言
は

梼
助

詞
ノ

を

今
ー
て

摶
て
ろ

こ

と

も

あ
る
。

イ
の

後
ド

↓

米

る
渤〜

詞
は
．

冖

怺

助

詞
の

ハ

だ

け

て

あ
る
。

　
圃

地
，

法
イ

一

を
ラ

押

つ
。

坂

マ
。

（

茜

　
 

隴
 
イ
外

．

諸
色

躄
。

初
．

解
飃
、
リ

ト
ィ
．

イ
．

唯

依
℃

　

デ

初

業｛．

詬
戸
く
）

故

万
。

（

”

／

Z

吻

此
・

藝
・

・

誌
陲
ワ

ィ

姦
ト

イ
ア
・

−
ヲ

何
意

導
・
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一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society for Research in Kunten Language

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　for 　Researoh 　ln 　Kunten 　Language

絡

助

詞
が
・

ノ

を

体
言
ド

続
け

マ

連
体

修
飾
語
と

す
る

時
、

数
調
F

つ

い

て

は

が

を

困

ゐ

ろ
の

び

普
通
で
、

ノ

は

種
あ

て

稀
に

ー

船

用

ゐ

奪

い

．

こ

嫁

は

復
世

ま

で

続
い

た
。

　

 

此
・

 
本

性
・

即

5
足
諺

輿
ヤ

可
。

（

写
包

　

殉

定
記

．

団

が

中
ワ

初
ノ

決

定
贈

ト

ィ
フ

ハ

、

（

考
）

　
ご
　
　
　

　
　
　

　

　　

　

　

吻

非
 

 
此

，

匡
中

哩

＾

。

（

2

用

言
の

連
体
形
か

ら

梗
’

為・
や
レ

尋
k

続
く

蒔
は

、

ガ

き

用
ゐ

ろ

の

ガ
『

波
職

則

で

あ

ろ
が

、

猛

 
に

ノ

と

）

わ

こ

と

も

あ
5

た
。

 

諞

成
訪

ト

ィ
・

・

者

依

腰
湾．

故
・

、

（

〃

／

巴

ノ

モ

直

乱
保
助

詞
ハ

ド

続
げ
、

ノ

そ

ノ

ハ

の

意
味

に

用
ゐ

ろ
こ

と

も

寸
で

に

見
之

る
。

 

初
ノ

．

奘
雄

セ
。

ヲ

彡
外

導
，
、

。

次
ノ
ハ

茨

蓚
ル

＆
手

　

　
二

豪
〔

こ
。

（

β

／

緲

な

隠

殖

参
照

。

　

　
ぐ

格
助

詞
の

ヲ

を
・

篠
世

な
ら
副

当

然
二

と

）

ふ
ベ

ミ

場
心
に

甲
ゐ

た

も

の

創

あ

ろ
，

鯉
既

、

嬬

杏
甲

．
、

．

罷
モ

髦
・

、
−
．

・

建
ヲ

。

　

　

故

願
だ

陛
ワ

亟
 、
。

さ
へ

と
。

（

％

／
胃
）

　

勧

畜

垂
憲
勉

羊
．

・

あ
嬬、

・

ヲ
ィ
フ

竹

条
レ

惣
菖
。

今

闘
’

　

　

§
．

卜

他19

マ

何
ぞ

頼

返

蓄
、

（

耋

天

暦響
忘
で
、

蜜
を

者
訓
一

釘
れ

に

甲
ゐ

て

も
．

け

て

の

下

の

祷
誘
ド

に

ヲ

を

用

ゐ
、

ヲ

答
冬
ヲ

答
・

と

い

つ

て

ゐ

沃
の

と

同
い

用

瑟
で

あ

ろ
、

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
ザ

　

レ

　
○

や

す
み

（

・

あ

が

大

君
口

う
べ

な
う
弋

な

 

例

　

　

勘

歎
輌
鮒

。

ρ
徳
紀
五
†

年
ユ

耳
）

　

○

刈

劉
逢
ふ

や
ま

影

尠

肇
斎
素

墾
臥

箏
（

証
正

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　
ミ
　
　

　
　
　
　
　

ワ

　
○

い

は

た

野
じ

宿
ー

す
ろ

君

象
人

の

u

づ

ら

と

和

　

　
レ

ヲ

　
ト

ぢ

ご

　

　

丸

薩
畑
い

か

ド

い

は

む
、

（

万

千
手
三

表
ハ

九
）

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

カ
　

ミ
　
コ

フ

　
O
ち

削

せ

こ

も
舮

く

し

闘
こ

さ

ば

天
地
の

可

永゚

浮

　

　
コ
　
ヒ
　
　

ラ

　
こヤ
　
　

　

　
　

　
　
ゑ

　

陛
秉
之

と

そ

思

ふ
。

（

同
．

二

＋
．

影
九

九
）

　
○

卿
p

考
φ

問
來
政
乎
者
小

ぐ

や

答
賜、

か

く

ぬ

答

　

　

賜
ζ

白

賜
叺
、

つ
穐

紀
・

ケ

六

諮
）

量
見
之

ろ
古

嗣
の

残
在
て
た

も
の

で
あ

ら
う

。

ダ
・

忌
な

ー
．

ス

ラ

ロ

唯
一

例
、

ザ
ド

乞
行
し
た

｛

　

　

　
　

　

　

　
∬

　
　

　
（

二

　
’

　

！

5
　
）
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の

バ

あ
ろ

。

 

夲
照

。

−

ミ

は
．

唯
但

案
応
い
て

補
読
さ

蘇

る

喝

の

び

多
《
、

文
泳
ヒ

お

が

れ

ク
ノ
ミ・

い

槽
ワ

を

取
る

も
の

に
な
い

。

劇
動

飼
マ

デ

は
、

天

虧

点
ず

郎

す
べ

て

二

を

添
へ

、

マ

で
蓐
い

・

マ

ゐ

た

ガ
、

本

馬
て

儚

砕
に

二

の

忌
を

欠
u

払、

℃

の

ゼ

あ

ろ
．

　
 

授
詭

．
し

ー
乃

−

区
塚

、

．

ア
．

天

モ
説

偈
・

童
、

ヲ

乞

　
　

　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　

は

ら

　

网
ワ｛
去’

る

豊
デ
ハ

无

学
・

位，〜

排
’

杁．
7

諦
ノ

馬

業
9

、
（

耄

マ

デ
・

京
ら

で

ら

ド

格
助

詞
ノ

今

多
・

薪
く

こ

と

は

天

属
点

惹

薗
襦
で

あ
ろ
。

　

團

入

胎
・

り

乃

髪
る

色
デ

ラ
理

繋．

種
々

．

代

穆，
ハ

場
）

　
 

含
刈
弗
セ

泉
知

尼
ト
イ
．
．

ー

至
藷

ま

と
丁

；
バ

解
脱

　
　
三

賺

穿
三

為
驚
噺
三

，

句
・

種
々

磨
観
弓

。

（

〃

8

佛
劬

詞
力

儚
、

文
中

ド

あ
つ

て

疑
間
詞
ド

続
之

も
の

と，

文

才
昏

あ
つ

マ
擁

疑

頭
屠

訓
→

ご

拝
た

な
い

’

も

の

と

に

恥
妖

ろ

び
，

者
単
託
な

疑
闘
き

表
障

ー
、

友
語

に

ホ
さ
な
い

。

禰

鰍
．

し

，

力

郵
彼
が

境

岐
奩
。

ハ

痊

　

吻

楽
・

こ

義．

嬉

箸
・

卜

頌
ヲ

刻
5

晦
ぜ
乙

父

　
　

　
　
　

　
　
治

　

つ

丁

ノ

6
）

　

（

琶
圃

碗
し

是
・

果
法
力
。

懲
し

是
・

陬
。

易
／

巴

前
着
の

用
法
ヒ

属
す
る

も

の

で
、

癬
続

助

詞
バ

を

个
で

ず
、

動
詞
の

已

然
形
・

直
堵
ー

て
、

順

簸
の

幡

件

句
き

構

成
す
ろ

こ

と

ボ

あ

ろ
。

　
 

更・

晦
力

侮
・

渉
止

邑
む

朴
殴

け

劉
し

詭
・
か
v

恥

　
　
（

考
）

彡
マ

フ

は

ヲ

ア
忌
を

佼
ん
と

漿
同

髪
ゐ

ろ
。

　
圃

有
麿
何

．

所

メ
（

露
）

唯

咋
ー

短
あ
．

セ
リ

ト

ィ
7

也
。

　
　
（

ジ
ε

こ

4
は

平

守
輯
と

ー

て

は

吟
ー

“

園

弦

で
、

恐
ら

く

払

猪
の

藷

溝
を

仁
へ

た

も
の

で

あ
宀

つ・

り
．

ヤ

は

嘉
豊
丁

雀
等
を

承
け
、

文

末
仁

お

か

鼠

て

反

諺

を

元

ず

む
の

ζ
、

単
卜

文
末
ト

あ
・

て

疑
悶
乏

表
は

す
v

し

の

ど
」

い

ム
丁

水

ろ
。

砌

囲

鮹

丞
フ

驚
。

ω

婆
樂

・

焦
建
傘
不
ヤ

・

乞

食
、

得
・

窒
ヘ

リ

ャ

否
。

　
　
（

μ

／
〃

じ

梯
助

詞
の

ゾ
は

、

疑
蘭
詞
ド

読
い

て

文

中
ド

用
ゐ

ら

照

る

も

の

と
，

支

キ
ド

あ
・

て

＋

ー

循
巴
の

纛
を

表

は

す

も

の

ζ

伴

分
軽

ろ
。
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砌
去

何
や

如

素
．

誑
羅
良

義
圦
し

於

智

著
『

．

（

舞
）

　

网

彼
，

相

臨
ズ
ル

諸
，

町

岬

所
ぞ
ト
イ

↑
。

ハ

ク
勿
）

燭

何

嘱
蕚
ト

修

竃
、

．

与
道

ヲ
、

・

惷
ぞ
。

2
6

　

　
ロ
　
　
ヨ

 
博

蕉

点
ド

従
入

と
・

「

何

融
駒

遊
ヲ

喉冖
亥
じ
ツ・
ト

ヲ

甲

　
｛
ゐ

乙

子
ビ
て

よ

ズ

た

ら
こ

く
、

冖

何

ー

ゑ
還

を

す
ニ

セ
A

ゾ

ど

よ

ん

だ

吟
ー

翼
例

で

あ
ろ
・

間
毅

働

詞
シ

き
、

「

唯
み
回
け

寺
←

読
α
鳶

他
、

係
助

訶
の

毛

と
み

卑

ね
・

：
〆

モ

と

い

つ

六

例．

ゴ

あ

る
。

 
陽゚
有
づ

立

ξ
・

リ

挙
・

文

く
。

（

髪
）

　
 

尚
、

有

乏

肇
落
解

．
，

ト
。

（

ク
勿
）

吻

些
し
モ

淘二
疑

．

意
外

。

（

翅

∠
己

特
綉
助

詞
ト

モ

は
、

用
亠・
ラ

の

終
止

舶
に

続
斗
・

、

仮
定

の

條
件
句
き

作
る
。

前
ド

副

詞
タ

ト
ヒ

の

太
る
・

を

斌

あ

ろ
。

軍
は

イ
・

芝
と

よ

み
、

後

言
や

く

イ

ヘ

ド

モ

ζ

よ

ん
だ

確

例
は

な
い

。

ト

モ

き

峰…
件

句
に

含
む

主

丈
の

逮

讙
は
，

常
ド

推

量
の

劬

働

詞
を

取

る

と

は

恨
ら

ず
・

単
卜

終
止

僧
を

以

て

結
駅

こ

と

も
あ

7
つ

9

　

圃

難

姦
サ
丁

・

輦
・

文
づ

別・
配
笂

）

す
ト

ィ

r
モ・

上
／

總
・

四

　

　
，

夐一
、

軍
笹

復
送’
5

両

番

辱
緩

．

一
．

句
つ

。

　

　
曾

／
そ
邑

的

隈
μ

贋
障

−
．

卜
気

驚
〜

つ

韭

誇
還

養、
．

尸

劣
）

　

 

芳
度
盂

髦
店

瀦
ー
．

了

孑
．

知

乙
。

（

聾

／
聡
）

ド

モ

は

甲
宕
の

己

然
形
卜

続
き
、

ハ

穫
に

確
定
の

催

件

句
を

作

る

が
、

畤
ド

便

定
を

柔
は

す
こ

と

も

あ
瓦

　
 

椛

軟

診
性
又

谷

陞
れ

伊
モ

因

晦
テ

智
．

為
頚

〃

。

　
．

（

撃
／

8
念

碓
・
足
し

　
サ
　

　
　
　
　

　

　
ヨ

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

ま　
び

　
罐

下

愚
へ

關
叩

男
p
モ

乏（
ε

起
絶．

厂

謗
ヲ

耽
ご

不
二

敬
蓚
♂ ．
↓
。

　

　
（
覡

／
6
　
後

定

　
醐

若

瞳
琶
札

ド
で

睾
陳

匿
魯
そ

夏
τ
し

・

べ

毀
厨

薯
浩^

蔓
プ

　

　

膨
罪

卜
。

（

髫
裘
伎

定

a
助

働

詞

本

点
に

用
ゐ

ら

れ

た

助

勧
匐
で
、

確

実
ド

杷

準
職
た

も

の

は、

受
野
の

ル

÷
ル

，

使
役

の

シ

ム
、

否
定
の

ズ
ジ
・

マ

ジ
、

推
量
あ
A

戞
ン

、

完

了
の

ソ

7
タ
リ’

り
暫

遇

去
の

キ
’

ヶ

り
、

飛
・
足
の

＋

り
・

タ
リ
，

　
比

尾
の

ブ

ト

シ
、

敬
謬
φ

給
プ

サ

彳・

で

あ
勹
、

格
別

史
プ

た

粛

法
は

な
い

。

　

　

　

　

　

　

　
〃
　
　

（

二

！

　

ノ

ク

）
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過
玄
 

ナ

リ

と

乞
了

の

ツ

と

を

併
印

ー

た

菊

の

於

あ

ろ

；
囲

陳
砲
ノ

粂
誌
”

鈴
・

僻
前
｝

粤
碑
聡

て

写
夕

　

　

辛
ヲ

因
。

故
れ

諸
ズ

．

（

馨
）

指

定
の

タ

ー
を

体

言
に

締
け
、

ず

ー
ζ

伺

孫
に

用

ゐ

ろ
・
・

と

は
、

天

暦
焦
ド

叮

な

く
、

本
点

に

の

み

褥
す

ろ

｛
の

で

あ

ろ
。

？
・

ワ

尓

ト

ア

彗−

加

ウ

訟

ち
・
も

の
，

で

あ

る

こ

ざ

け
，

漁

の

椡
仁

き

つ

て

も

得・
像
で

き

る
。

爾

刺
矯

巨、

筋
ヲ

有
噛
ぞ
ア

則
ト

ヨ

響
ア

・
。

つ

多・
）

圃

徑

働

そ
．、
γ

再
、

・
、

潟
図
け

ル

9

卷
労

卜
、

↑

な
）

タ
ル

を

夕
弓

ド

誤

⊇、
か

と

恩
区

れ

ろ

匕
の

堺

あ
ろ

。

砌

を
ね

幾
、・

匿
剛
周
を

斜
百
♂
し

方
ト
．

（

夕
＠

　

　

　

　

六

語

粟

　

木
点

は
、

仮

后
に

よ

る

附
劉
べ

簡
単
で
・

語
彙
と

し

マ

玲
ー

い

も

の

は

少
い

。

　

圃

礇
一

者
．

占

丿

荏
，

反、

南
人

．

抑

爾
τ
）

艦
吠
、

　
　
，

晒
号
也

。

謁
必
）

翼

藩
籏

爵

雲
諠
・

あ

る
・

、

終

磐
メ
・

奚

味
キ

肉
の

羨
で

あ

る
。

　

　

　

　

　

　

　

β

　

　
（

ニ

ノ

ー
Oo

）

　

圃

膝
よ
し
テ

乙

8
穿
づ

勤’

挈
加

（「

粭
進

修
断
つ

　

　
ハ

豸

矗
は

説
支
に

冠

直
ゼ

あ

り
、

普
運
ッ

ト

ム

ζ

よ

む

卵

ツ

・

シ

ム

は

易
气

の

羹
で

あ

ら

う
か

、

名

義
捗・

F

」

ツ
、

、
ン

ム

の

訓
バ

あ

る
．

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
と
ヒ
こ

ヨあ
ワド
ア

　

　
　
い

　

 

大
，

舌
為
 

猶
ト
。

猶
、

性

身
・

）

纛

ー

塗’
6
．

　

　

人
、

黄
故

。

．

凡｛
て
・

石

髪
・
ゼ
・

瀞
鐔

考
變
弊

イ

　

　
へ

り
。

（

移
／
班

f26

）

諢
を

ト

・

・

ホ

ル

と

よ

む

の

は
、

慮
謬
の

募
ヒ

藩
プ

く
の

で
t
の

ら
・
り．
o

留
・

蕁
柔
も
守

髴
彼

・

器、一
ハ

・

（

珍
v

轍

嘩
大

嶽
鍾

接
亨
乍
ろ
。

ぜ〜
レ

髭
文
・

正

画
と

あ

り，

ト

・

マ

ル

と

よ

む
の

で

あ

る
ゲ
、

弓
た

正

韻
ド

場
相

投

春

幽
と

あ

り
・

こ

の

義
に

よ
つ

て

カ

ナ

フ

と

よ

む

の

で

あ

ら
う

か
。

・

ξ
凝
廉

ヒ

方

＋

ア

の

訓
を

載

で

て

ゐ

ろ
。

　

 

切

趨’

瞬
を
ぐ

馬
岐

ー

縫
・
。

髪
）

課
を

了

ヤ

マ

ツ

と

よ

む

 

構．

　

了

ザ
ム

ケ
’

の

丿

教
に

よ

う

の

で
」
あ

ら
・
り
o

占
｝

藷
玩

象
ド

了

ヤ

ゴ

ッ

の

酬
訓
＋

ζ
一
侶

へ

て

ゐ

ろ
。
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留
ー

重
趨^

髢
．

藍
み

禦
・

ぎ
．

不

巻
．

　

　

僭
い

る

避
。

或
、

為
累

，
，

慢
・

字
信

彦
−

22
）

呑
9

宅
生
ボ

御
−

引
用

に

な
つ

た

も
の

ド

は
、

酒

倨

幽
の

二

心
す
ガ

欠

け
、

従
つ

て

こ

の
一

訓

ホ
コ

ル

に

見
え
な

い

。

勿
拳
甲

ち

韓
哥、
．

有
宅

，
・

些
い

マ

は
、

い

ろ

い

ろ

間

題
が

あ

ろ
、

原
支
い

通
り

き

零

填
k

よ
つ

マ

妊
に

写

ー

て

薗
U
−
よ
噛
−

o

　

　

　

　
、

“

し

セ
．

ガ
キ

丈

ソ

霜
，

殞
壱

ハ

晦　
佛

滸
伍

乙

・

霜
彙

褒
の

左

中

の

・

は

ハ

、

ガ
あ
右

下

の

『
は

年

壽
」

窪
上

の

匙
テ

の

ζ
」

塾
系
す

。

踏

革
史

d

料
圃

ダ
薔
の

二

字
に

マ

タ
キ

ソ・

の
一

訓
ワ

を

均

へ

．

春
旨

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
マ

タ
　

ほ

先
皆

石

ゴ
姿
ク

キ

を

充
て

、

興
．

有
弋
，

し

と

お

よ

み

に

な
つ

て

ゐ

ろ
、

前
託

瀬
の

訓
取

了
て

先

生
の

御

敖

恋
訪

λ
瞬
、

6
護
の

よ
改

す
仁

『

・

て

も

卑

見
を

速
べ

、

御
批

判
を

仰
）

だ

の

 

あ
ろ

が
、

先
生

は
・

颪

呈
・

・

秕
」

・

対

宮
な
つ

て

ゐ

る
か

ら

造

訶

ζ

解
寸
マ

く
，

蜜
吋

書

記
の

書

訓
ヒ

マ

タ
キ

の

訓
を

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

つ

　

　

　

　
　
　
へ

　

ら

　
　
　
ゆ

　
　
　
　

じ

幺

へ

て

“

チ
つ

、

函
ス

ハ

マ

タ

キ

ソ

て

よ

む

べ

き

て

あ

る

イ

、

存】
ド

も
し

セ

ー
の

ヲ

フ

←
・

風

が

あ
唇

な

ら

霹
、

別
に

意
解
て

存
セ

リ
と

も
い

つ

た
の

で

あ

ら

う
、

と

い

ム

御

意
易
で

あ
・

た
。

奮
考
・

を

述
べ

ゐ

と
、

の

声

華
經
の

婁
・
．

見
ろ

・
。

庚
σ
ρ

哭

奩
ど

熟
諺
し
、

梗
慧
匹

対
比

さ
で

て

ゐ

ろ
。

亥

資
の

文
ぱ

、

こ

牲

を

綱
」

ζ

蔘
ド

よ

つ

て

酢
釈
ー
た

℃

の

で

あ
ろ

加

ら
、

押

を
・

実
ら
ぬ

穀
物

，

即
ち

シ

ヒ

う

の

こ

ζ
〉

す

脈

ゆ
、

ジ
匿

孰
熟
t
た

実

争
・

と

で

匿
な
い

か

。

少
く

と

も

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　
ツ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

い

 

点
者

嘩
；
觧
釈
ー

て
、

潔
を

マ

タ
キ

霧
）

て
よ

え

弉

の

で

は

あ
る

ま
い

か

。

帥

施
点
の
・

冥
情
き

見
る

と
、

マ

タ
キ

の

三

嘗
は
、

ズ
の

右

工
都
を

谷
圏
の

右

掣
書
蔚
げ

ら

餐
ゐ

う
か

ら
、

夏
圏
り

琴
訓

と

も

と

暮

ろ
。

園
の

訓
・

ー

て

篝

÷
箏

・

，

ダ

の

訓
ζ

ー

τ

は

上

過

世
る
、

た
い

ー
、

今
の

場
心
、

翼
・

訓
・

レ

ト

玉
？

罸

τ
延
伏

て

ゐ

る

た

ゆ
，

そ

“

と

の

凝
乱

を

避
仕

少
ー

下
か

ら

書
始
の

た

と

冒
る

る

・
・

と

蟻
ミ
・

ろ
ゲ

、

圃
の

訓
な

ら

ば
、

こ

欲

ほ

ど

上

か

ら

書
出
オ

噸

専
は

な

勾
た

は

ず

ぞ

あ
ろ
。

象
占

ツ

　

　

　

　

　

　

　

ー9
　

　
（

ニ

ノ

　

／

9
）
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の

訓
は
，

文

嘗
の

半
ぱ

下

あ
た

自
い

ら
壱
O

出

す

の

駅

普
畢
あ
ろ

。

）

的
・

ζ
の

下

・

ソ

ξ
マ

タ
モ
仁

読
け

マ

マ

タ

 
ソ

と

よ

み
，

指

足
の

丁

喬
翕
・

用
ゐ

ら

れ

た

係

助

詞
と

解
す

ろ

こ

ぐ

ド

b
無
狸

が

あ

る
、

マ

タ

キ

の
・・

；

青
ヤ

斜
右

下

の

労
向

と

直

綿
・

書
附

げ

ら

誓
丶

ゐ

る

の

ド

竍
し
、

ソ

は

ヴ
ー

離

れ

て

左
塵

可
リ

ド

記
才

れ

て

ゐ

ろ
。

こ

れ

醤

マ

タ
キ

を

ハ

諺
ど

し

ヱ
鳥
ド

書
続
什
、

ソ

匿

割
語
と

ー

て

後

誓
書
添
へ

芦

証

憾
で

あ
ろ

。

ソ

斌

マ

ζ

蕊
−

邸

で

も

の

で

あ

改

ぱ
、

他
び

多
マ

の
．

例
ζ

同

稀
，

マ

ダ
キ

ゾ

て

ー

ヱ
直
綿
ド

書

戴
羚

の

ト

遠

薙
い

．

さ
ら

・
、

夫

矢

博

宅
呑
ぢ

先
生
も

御
塗

意
ド

な
っ

て

ゐ

な

い

が
，

圏
ト

ゆ

明・

瞭
な
セ

リ

の

点
於
亠
あ

り
，

潔
セ

」
と

童
丁
実
−

辷

が

麺
ら

れ

ろ
。

至
の

埋

宙

ド

き
つ

て
、

私
は

マ

タ
キ

偉

翼
の

罰
て

易
、

ヲ

・

ト

点
 

ハ

と

合

等
マ

タ
キ
ハ

と

よ
み
・

押
毬
セ

ー

の

点

ド

よ
〔

て
淵

修
セ

凶
凵

ζ

よ

ん
で

み

汽
，

ソ

偉

オ
で

ド

述
弋

た

ソ

ヱ

・’

の

ソ

で
、

ッ

子｛
を

頻
用
ー

ち

加

占

署
て

t
て

国
、

正

し

ー
・

・

夐
窄
揮
入

す

べ

き

場

　
　

　

　

　

　
　

　
20
　
　

（

こ

ノ

　

ε

0
）

心
副

あ

ろ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

あ
ミ
ら
カ

ニ

し

　

 
菩

薩
地

・

ぢ
琶
、

夫
艇

聽
以

、

養
看

．

聡
Qf

馬

嘱
シ

　
　

耳．’
・

掃

培
モ

勢
ゴ
ト

乏
L

 

ア

噺
唾
｝
ト
ギ

『
2

喟
函
は

耳
〃

傾
を

を
・

ξ
罵
は

畩

ろ

択

、

嘱
を
了

キ
ー
7

ウ

ニ

ス

と

よ
孟

か

め

は
繍

鴫

置
の

薦
と

河
嘉
に

鱗

ー

た

の

で

あ

ら
う
か

、

齶
口

宇
漿

去
・

T
ギ

ラ

カ

の

訓
が

あ

ろ
。

　

 
芳

饕
．

湿
．

毛

則
こ

不
レ

叡
雁
俘

二

。

隧
三
↑

 

　
　

不

飯
（

5
”

（

諺
あ
↑
β
）

園
の

右

乙
印
ざ

施
し

、

上

の

余
・

冒
並
。

横
函
と

註
ー

て

ゐ

ろ
。

　

 

翼
3

丁

隣
小

に

美
キ

可

愛
・

穿
語
弓

奄
犠

邑
†

ー

生

を

　
　

愛
教
→

。

（

窰
）

　

 

自
．

功

徳
，

噌

畷
。

ご
加

玖
し

タ
リ

増
長
写

ル

・

ト

ラ
。

ハ

差

盗
を

以

て

該

布
を

終
へ

る
。

本

馮
の

厳

詮
当
・

て
，

春
日

あ
生
の

御
散

委
い

夏
心

と

−

ろ
の

多
か

つ

八
こ

と

を

附

記
ー

て
、

敵
謝
鋳

意
を

表
ー

九

い

。

塵
幣
弊
甜
諮
髴
朋
肝

レ

噌

稿

了

二

＋

九

与
度
、

丈

3
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